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日本に 30 年の停滞から脱出する絶好機が来

た。つまり，IoT デバイスの大量普及，クラウ

ドと超高速情報ネットワークの広がり，Chat

GPT などの人工知能での技術革新である。DX

（デジタルトランスフォーメーション）が必要

になった。DXとはデータとデジタルを有効に

活用できる企業に変わることである。

本書は主張する。DXは，天才的な経営者も

エンジニアも必要なく，企業の「基盤づくり」

により可能となる。

1．本書の展開

「製造業の DX を阻む 4 つの壁」は，「デー

タ活用」，「企業内の組織・体制」，企業間の体

制，外部環境である。本書は，第 2の「企業内

組織・体制」では，「DX が自社の経営にどの

ように役立つのかわからない，DXに対する不

安感や不信感が強い，現場がデータやデジタル

技術を使いこなせない，取り組みが会社全体に

広がらない」という壁を挙げる。

2．4つの壁を乗り越える

4 つの壁を超えるためのステップとして，①

「好循環の内的メカニズム」の確立により②

「組織学習プロセス」を形成する。そして，企

業の③「基盤づくり」ができればよい。

①「好循環の内的メカニズム」の 10 のヒント

とは

第 1 に，開始・実施する際には，『スモー

ル・スタート，業務全体のチャート書き起こ

し，課題の可視化・評価分析に必要となるデー

タの実測，外部パートナーとの協働関係の構

築』の 4つが必要である。

第 2 に，定着・進展させる際には，『情報発

信，見える化，人材の配置転換，業務管理デー

タの社内共有，CO2 排出量データの把握への

取り組みへの連携，現場作業とデジタル活用と

の橋渡しできる人材の育成』の 6つである。こ

うして次に進む。

②「組織学習プロセス」とは

第 1の「データ活用」の壁を乗り越えるため

に必要なプロセスは，「データをつなぐ下準備

をする，データを物理的につなぐ，データを意味

的につなぐ，共感的エコシステムを構築する」

である。第 2の「企業内組織・体制」壁を乗り

越えるために必要なプロセスは，企業内の試行

錯誤と企業間の試行錯誤についてそれぞれ「問

題発見，問題共有，課題設定・解決」である。

こうして，②組織学習プロセスを形成するこ

とにより「企業の③基盤づくり」が完成する。

3．本書の活用こそ日本に残された道

本書の 10 のヒントは，実際の製造業の成功

事例から帰納した。日本が 30 年の停滞から脱

出するヒントであると評者は確信する。

（くちき あきふみ）
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